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大東市食育キャラクター 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大東市の食育 
キャラクターの 
トマッピーです 

 新年あけましておめでとうございます。冬休みは楽しく過ごせましたか。新しい年を迎えて、気持ちも新たにし、この一年の目標を決めた人もいるので

はないでしょうか？今年もよく食べ、よく学び、よく身体を動かし、元気に楽しく一年を過ごしてほしいと思います。 

毎年１月２４日から３０日までの１週間は、「全国学校給食週間」と定められています。これを機会に、学校給食の歴史や献立などを振り返って、給食

のすばらしさを再認識してみましょう。 

全国学校給食週間 １月２４日～３０日 

明治２２年 

 

 

 

 

 

昭和１６年～２０年 

 

 

 

 

 

昭和２１年 

 

 

 

 

 

昭和２７年 

 

 

 

 

 
山形県の小学校で、おにぎり

や塩鮭、漬物を昼食として出

していたことが、学校給食の

はじまりといわれています。 

戦争が終わり、外国から送られてきた

脱脂粉乳・缶詰・小麦を使って、１２月

２４日に給食が再開されました。現在

は、その日が冬休みということもあり、

その１ヶ月後の１月２４日からの１週間

を学校給食週間としています。 

戦争がはじまり、学童疎開や

食料不足により、給食を続け

ることができなくなりました。 

パン又はご飯などの主食、牛

乳、おかずがそろった給食

が、全国の小学校を対象に

実施されるようになりました。 

学校給食の歴史 

ここがすごいよ！世界中から注目されるニッポンの給食！ 

ヘルシーでおいしい給食 
 

 新鮮な食材をふんだんに使い

ながらも、安価で健康的かつ、 

おいしい給食を提供します。 

専属の栄養教諭・栄養士の 
先生がいます 
 

 プロが考えた献立で、家庭で 

不足しがちな栄養を補います。 

思いやりや公共心が育ま
れています 
 

 給食の準備や後片付けを協力

して行うことで他人への思いやり

や公共心が育ちます。 

教育として行われています 
 

 給食が単なる昼食ではなく、 

教育や授業の一環として取り組ま

れています。 

 

トマッピー４コマ劇場 
 

ペンネーム トマッピー２号（深野中学校） ペンネーム ○○（深野中学校） 

大東市の学校給食の歴史 

 大東市では昭和８年に、住道北小学校の教諭で、栄養士（この当時は

まだ国家資格ではありませんでした。）としても学ばれていた中島すえ

さんが、お昼ごはんのない児童のために、自宅で昼食を作ったのが始ま

りです。 

 

昭和 21年頃   住道北小学校に続き、他の小学校でもミルク（脱脂 

粉乳）給食が実施され始める。 

昭和 27年    「パン・ミルク（脱脂粉乳）・おかず」の完全給食が 

週３回実施。 

昭和 39年    給食が週４回実施となる。 

昭和 40年    脱脂粉乳が牛乳になる。（牛乳用冷蔵庫はなく、夏場 

は氷で保冷。） 

昭和 46年    給食が週５回実施となる。 

昭和 55年    米飯給食が自校炊飯で月１回導入される。   

昭和 57年   全校に牛乳保冷庫（牛乳用冷蔵庫）設置。   

昭和 59年    米飯給食が週２回実施となる。        

平成 15年    米飯給食が週３回実施となる。 

平成 21年    米飯給食がさらに月１回増える。 

平成 25年 9月  中学校給食スタート 

 

 

 

 

 中学校給食が 
はじまって１０年

経つんだね 


